や 英雄 を 無数に 生んだ 功績 は 大した もので はあり ませ 

じょ よろ 

んか。 その 功績に 対して 当然 他の 一 切を恕 しても 宜し 

かろうと 思います。 

私 は 産の 気が 附 いて 劇しい 陣痛の 襲うて 来る 度に、 

その 時の 感情 を 偽らずに 申せば、 例 も 男が 憎い 気が 致 

しょうじ あ 一.^ らちせ 

します。 妻が これ 位 苦んで 生死の境に 膏 汗をかいて、 

うめ 

全身の 骨と いう 骨が 砕ける ほどの 思いで 呻いて いるの 

おっと たすけ 

に、 良人 は 何の 役に も 助成に もなら ないで はあり ませ 

んか。 この場合、 世界の あらゆる 男の 方が 来られても、 

私の 真の 味方に なれる 人 は 一 人 もない。 命掛の 場合に 



ねむ リ もちろん 

来る 眠に 快く 身 を 任せます。 勿論 男の 憎い 事な ど は 

産が 済んだ 一刹那に 忘れて しまった 自分 は、 世界で こ 

の 刹那に 一 大功 績を 建てた つもりで すから、 最早 如何 

ゆる 

なる 憎い 者で も赦 してやる とい つたよう な 気分に なり 

ま ^9 

近頃 小説家 や 批評家の 諸 先生が、 切 端 詰った 人生と 

いう 事 を 申され ますが、 世の中の 男の 方が 果して 産婦 

が 経験す る ほどの 命掛の 大事に 出会われ るか どうか、 

それが 私 ども 婦人の 心で は 想像が 附 きません。 切 端 

詰った 人生と いえば 「死刑 前 五分 間」 に 優る もの はな 



いように 思われ ますが、 産婦 は 即ち しばしば 「死刑 前 

のぼ 

五分 間」 に 面して おります。 いつも 十字架に 上って 新 

はじ もた い 

しい 人間の 世界 を 創めて いるの は 女です。 花 袋 先生が 

みる 

近頃 『女子 文壇』 で 「女と いう もの は 男子から 見と 到 

おせつ とおり 

底 疑問で ある」 と言われ たの は 御 説の 通で あろうと 

f€ ち ほ 力 

存じます が、 しかし 「男子と 女子と は 生殖の 途を 外に 

して 到底 没交渉な ので はない か」 と言われ たの は、 私 

が 前に 「男が 憎い」 と 申した 理由 を 確め て 男子の 無情 

を 示す 事に はなり ますが、 「現実 を 客観す る」 事の 出来 

る 理性の 明かな 男の 方が、 人生に おける 婦人の 真の 価 

せんめい 

値を闡 明せられ た 事に はなり ません。 



した 仕事 を受 持つ ので、 児 を 産む から 穢 わしい、 ^争 

に 出る から 尊い というよ うな 偏頗な 考を男 も 女 も 持た 

ぬよう に 致したい と 存じます。 女が 何で 独り 弱者で 

こ つじき 

しょう。 男 も 随分 弱者です。 日本で は 男の 乞食の 方が 

多い こと を 統計が 示して おります。 男が 何で 独り 豪い 

でしよう。 女 は 子 を 産みます。 随分 男が 為さっても 可 

さそうな 労働 を 女が 致して おります。 

一般の 人 は ともかく、 新しい 文学者の 諸 先生が 女 を 

もて あそび もの 

弱者と し、 これ を 玩弄物に して、 対等の 「人」 たる 

価値 を 御 認めに ならぬ の は、 例えば 生殖の 道に おいて 

のみ 交渉 を 御 認めになる というよ うなの は、 いまだ 古 



決して 名誉でありません。 少く とも 進歩した 文学者 は 

「人」 として 対等に 女の 価値 を 認めて 戴きたい と 存じ 

ま ^9 

と 申して、 一 概に 婦人 を 崇拝した ような 小説の 出る 

の を 願う のではありません。 世相 を 写す のが 小説で あ 

るなら、 女の 弱点 を も 美 所 を も 公平に 取扱って 戴いて、 

ふまじめ 

故意 に 弱点ば かり を 見る というよ うな 不真面目な 態度、 

ひとがら 

態度と いうより は 作者の 人格 を 改めて 戴きたい。 弱点 

と 申しても 最 つと 突 込んで 観察が 深くない と、 都て 男 

の 方の 勝手に 作られた 噓の 弱点に なって、 真実の 女の 

醜い 所が 出て 参りません。 



(『東京 二 六 新聞』 一九 〇 九 年 三月 一七 I 二 〇 日) 
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